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Marshal1 Library of Economicsの Librarianをしている PieroSra任a氏から

文部省の在外研究員として私を受け入れるという旨の招聴状を昨年受げとり今年の

3月の末まで，ケンブリッジ大学で研究に従事することができたが，イギリスに滞

在中に私がとくに利用した図書館といえば，ロンドンにある BritishMuseum，ケ

ンプリッヅ大学の UniversityLibrary，それに上の Marshal1Library of Econo-

micsの三館位であろうか。

ところで， British Museumについては余りにも有名であり，しかも色々な方面

から報告もなされているように忠、うので，今さらここに新たに書くようなこともな

いように思われる。また Cambridgeの University Libraryについては，すでに

本誌 (No.6)で，大阪府立大学の西村孝夫教授の報告がなされているので，ここ

では Marshal1Libraryについて，私が利用したさいの感想なりを記しておきたい

と思っている。

Marshal1 Library of Economicsはいうまでもなくイギリスの経済学における

ケンブリッジ学派のいわば創設者である AlfredMarshall (1842-1924) を記念し

て設立された図書館である。

この図書館は 1925年に正式に設立されたようであるけれども，この図書館設立

の基礎はかなり古〈になされており Marshall夫妻がそれに努力したことはよく

知られている。 Marshall夫妻は Cambridgeに来てしばらくは MagdaleneCollege 

の近くの ChestertonLaneに住んでいたようであるが，すぐに MadingleyRoad 

の BalliolCroftに移り，そこに永住することになった。この BalliolCroftでは，

毎学期，学生に月曜日と木曜日の4時から7時まで非公式の指導をおこない， Mar-

shallの蔵書を学生に貸し与えるというようなことがおこなわれた。 この Bal¥iol

Croftに設置された学生のための図書室が現在の MarshallLibraryの基礎になっ

ており，カタログの作成等には Marshall夫人が尽力した3 ところでこの図書館の

Librarianには現在の PieroSraffa氏に至るまで Marshall夫人の MaryPaley 

Marshal1， Dennis Robertson， Ryle Fay等の経済学者がなっており，多くの経済

器 はっとり ょしたか大阪府立大学経済学部
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学者を今までに育ててきたし，また将来においてもすぐれた経済学者を世に送りつ

づける役割をはたすであろう。

Londonから Cambridgeに来る観光パスも，あるいは汽車を利用して来る観光

客もすべてと言ってよい程 Cambridgeの小心となっている King's College， 

King's Parrde， Market Hi11には立ち寄る。他方このような Cambridgeの中心地

である King'sCollegeの近くは，ここは買物等の日常生活にも，また大学に出て

ゆくのにも，あるいはパスで OxfordやLondonに出てゆくのにもきわめて便利

なところであり，私は，たまたま King'sParadeに下宿していたので，この下宿

から私の利用することができた二つの図古館へは等距艇の，しかも割合に近いとこ

ろにあって，下宿のすぐ前にある King'sCollegeの門をはいると，今日は右にま

がって UniversityLibraryに行こうか，それとも左にまがって King'sCollege 

をぬけて MarshallLibraryに行こうかと， King's Collegeの Courtに立ってい

る像をながめながらよく薦賭した。門を入って左に折れ，この Courtにそって右

にまがるとあとは Cam川をわたって King'sCollegeの裏門まではほぼ真すぐな

道がつづいており， Cam JlIに面した King'sの淀には夏には観光客が腰をおろし，

また秋頃になると学生が大学の講義を受けての帰りであろうか，数冊の本をもって

そこに寝そべっている。また CamJlIでは学生たちが puntとl乎ばれる舟をこいで

いて，これをみると彼等が Cambridgeの学生生活の一面を enjoy している様子

に接することができる。 King'sの裏門を山るとそこには CamJlIと平行している

Queen's Roadがあり，これを横切って真すぐ西に WestRoadを歩いて行くと右

側に UniversityLibraryの大きな建物が見えIUしてくる。この WestRoadから

も UniversityLibraryと MarshallLibraryはほぼ等距離にある。 この West

Roadを右にまがれば UniversityLibraryへ，左にまがると MarshallLibraryに

行くことができる。さてこの道を左に，つまりi有に入ると真正面に文科系の講義室，

研究室等が集められている建物があり，それが四辺形になっていてその一辺を経済

学部の校舎と MarshallLibraryとが二等分しているようなかっこうになっている。

この建物の2階と 3階が MarshallLibraryになっていて階段を上がるとカウンタ

ーがあってそこにかぱん等を預けて愈々図i!?館の机に向う。

この図書館の Finkel氏に最初会ったとき，新学期がはじまるとこの図書室も満

員になるからできるだけ早く出て来た方が机も確保できてよいと言われたので，新

学期に入った 10月頃からはかなり早く IJIかけたが，座るところがないような日は

あまりなかったので，夕方から出かけて行っては，夜遅くまで利用したこともあっ

た。ここの開館時聞は，休暇の期聞をのぞいて，月曜から金隈までは午前9時から

午後10時までで，土曜は午前9時から午後7時までだったので，ほぼどんな時間に
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でも利用できるので Pubでビールをのんでからぶらぶらと出かけたこともあるほ

ど，きわめて利用しやすい図i号館であった。ことに土曜日には UniversityLibrary 

が午後1時で閉館になるので昼食後は UniversityLibraryを出て MarshallLib. 

raryへ移ることができ，また土曜日はとくに MarshallLibraryがすいているので

好都合であった。

さてこの図書室はその名II岡、らもわかるように経済学を中心とする書物を収集し

ていて，そして主題別にそれぞれ書架がありその中に分類された本がならべられて

いる。この書架の前には6人掛けの机と椅子があって，たとえば理論経済学に興味

のある者は何番のところに行けばよいというように，その sectionから適当に本を

選んですぐ読みだすことができる。経済学部では経済学の Triposを受けようとす

る学生に参考文献の一覧表を配布しているがここではそのような参考文献はすぐに

さがし出すことができる。このようにこの図書館は， Marshallが個人的にかつて

学生に貸し与えていた伝統を受けついでいるのであろうか，もっぱら学生用の図書

館という感じがする。そのためかあるいは本の回転をよくするためでもあろうか借

りることのできる冊数は2冊までで，しかも期聞は3日間であり，これ以上の期間

にわたって借用してしまうと 1日に 2ペンスの金を支払わなくてはならない。とは

いってもこの図書館からはかなりの冊数の本が「盗難」に会うらししこの噂をき

いたときはケンブリッジの学生にしてこのようなことがと残念で仕方がなかった。

余談になるけれども Cambridgeの町でも自転車の盗難がかなりあって auction

にはかなりの台数の盗まれた白転車がでると聞いたこともある。そのような状態で

あるから，自転車を道に置いておく場合など，タイヤの空気をぬいたり，夜間照明

の電池をわざわざはずしているような人を見たことがあるが，これだけ用心をしな

いとすぐなくなるのであろう， Marshall Library も盗難には注意してもらいたい

ものだ!

図書館に入れば，好きなところで適当な本を読むことができるが，この図書館の

蔵書すべてが開架式にはなってはいない。 Sraffa氏の秘書をしている Mrs.Lowe 

さんに会ったとき，経済学の研究に利用するのであればこの MarshallLibraryが

一番ょいと言いながら，私を Sraffa氏の部屋に案内してくれ，古典学派の経済学

の書物はこの Sraffa氏の部屋に分置してあると言って本棚から 2，3冊みせても

らったことがある。また Marshallの書簡等についても保存してあり，請求すれば

見ることもできるようであるが，余り興味もなかったのでとうとう一見することも

なくすごしてしまった。

雑誌等については複写をしてもらうことができるが，ここにはゼロックスがなか

ったので，私の場合複写はすべて UniversityLibraryでしてもらった。ところで
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この復写については著作権についての認識が徹底しているせいか単行本については

その全部を複写してくれないのが残念であったけれどもこれは仕方がないっ

以上の事以外にも思い出してみるとまだまだ色々な印象があったりして書きたく

なるけれどもこの{立で手冬ることにしたL、。

経済学の Tripos はそろそろ終了する時期になっていると思うので Marshall

Libraryも今頃はひっそりとしているのであろうかつ
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